
機械学習への第一歩:アヤメの分類
コンピュータに「見る目」を教える、Hello World 課題の本質

L=5.1cm

W=3.5cm
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この違い、見分けられますか?

Setosa (ヒオウギアヤメ) Versicolor (ブルーフラッグ) Virginica (バージニカ)

アヤメには多くの種類がありますが、今回は特に似ている3つの種に焦点を当てます。私たちの目標

は、人間の専門家のように、これらの花を正確に自動分類するシステムを構築することです。
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専門家はどこを見るか?

植物学者は、花全体を漠然と見るので

はなく、識別に不可欠な特定の部分を

計測します。これらの計測可能な指標

が、機械学習における特徴量 (x)

となります。

がく片(sepal)の長さと幅

花弁(petal)の長さと幅

花弁の長さ

(Petal Length)

がく片の長さ
(Sepal Length)

花弁の幅

(Petal Width)

がく片の長さ

(Sepal Length)

がく片の幅
(Sepal Width)
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花を「数字」に翻訳する

コンピュータが花を「理解」するためには、先ほどの4つの特徴量を数字のリストに変換

する必要があります。この4次元の数字の組が、一つの花を表すデータ点となります。

ו
י
ו
י
ו
י
י
ן

花弁の長さ: 4.2cm

花弁の幅: 1.5cm
X

[5.9, 3.0, 4.2, 1.5]
がく片の長さ: 5.9cm

がく片の幅: 3.0cm
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「正解」付きの教科書で学ぶ

機械に分類を教える最も一般的な方法は教師あり学習です。これは、たくさんの問題(花の特徴

量x)と、その正解(花の種類を示すラベル y)がセットになった「教科書」を使って学習させる

方法です。この正解ラベルyは、通常、コンピュータが扱いやすいように数字で表現されます。

x = [5.9, 3.0, 4.2, 1.5]

y=1(Versicolor)

0: Setosa

1: Versicolor

2: Virginicа
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パターンを見つけ、ルールを構築する

学習の目的は、入力から出力yを予測する最適な関数 y = f(p, c) を見つけ出すことです。この関数 f
をモデルと呼びます。訓練データを使って、モデルが正しい予測を行えるように、内部のパラメータ

を繰り返し調整していきます。例えば、「花弁の長さが短いものは、ほとんどがSetosa (0) である」とい

ったルールを自動的に発見します。

モデル (f)

([5.1, 3.5, 1.4, 0.2], 0)

E

([5.9, 3.0, 4.2, 1.5], 1)

:

y

パラメータ (

調整 (Adjustment)

y≤y
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プロフェッショナルの道具箱

このような機械学習のプロセスは、専門的なソフトウェアライブラリによって支えられています。
それぞれが特定の役割を担っています。

scikit

learn

scikit-learn

学習アルゴリズムやモデル構築の機能を

提供する「エキスパートシステム」

Matplotlib / Seaborn
データに潜むパターンを可視化する

「作図ツールキット」

Pandas

データを整理し、構造化するための
「デジタル野帳 (Data Frame)」

NumPy S SciPy

NumPy / SciPy
高速な数値計算を支える

「数学的な基盤」
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データの中に隠された「地図」

データを可視化すると、なぜこの問題が機械学習に適しているのかが一目瞭然となります。例えば、

花弁の長さと幅をプロットすると、3つの品種が明確なグループ (クラスター)を形成していることがわかります。

アヤメの品種と花弁のサイズの関係
花
弁
の
幅
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2.5
Setosa

Versicolor

Virginica
2.0

1.5

1.0

0.5-

1

「Setosaは花弁が明らかに小さい」

「VersicolorとVirginicaは

似ているが、分離可能」

2 3 4 5 6 7

花弁の長さ (Petal Length cm)
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未知の花を鑑定する

モデルの訓練が完了すれば、未知のデータに対する予測が可能になります。新しいアヤメの特徴量をモデル
に入力すると、学習したルールに基づいて、それがどの品種であるかを瞬時に分類します。

?
入力 (Input)

x_new = [6.7, 3.0, 5.2, 2.3]

処理 (Process)
モデル f(x)

☑
出力 (Output)

y_pred = `2` (Virginica)
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アヤメ分類の核心: 物語から専門用語へ

「見習い植物学者」の物語を通して、機械学習の分類タスクの基本要素を見てきました。

これらを専門用語と結びつけて整理しましょう。

アナロジー (Analogy)

専門家の計測項目
Expert's Measurements

正解付きの図鑑
Field Guide with Answers

学習して得た判断ルール
Learned Rules of Judgmern

機械学習の概念 (ML Concept)

特徴量ベクトル×
Feature Vector

ラベル付き訓練データ (x, y)
Labeled Training Data

訓練済みモデル y = f(p, x)
Trained Model
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この一歩、この一歩が、世界を変える
アヤメの分類で学んだ「特徴量からクラスを予測する」という基本原理は、現代社会の様々な課題

解決に応用されています。同じ考え方が、より複雑なデータとモデルで世界を動かしています。

迷惑メールか否かの判定

(Spam vs. Not Spam)

不正な取引かの検知

(Fraudulent vs. Legitimate
Transaction)

画像データからの疾患の識別

(Benign vs. Malignant

Diagnosis from Images)
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あなたの探求は、ここから始まる
理論を学んだ次は、実際にコードとデータに触れてみましょう。以下のリソースは、あなた
自身の「Hello, World」への素晴らしい出発点となります。

scikit-learn

公式ドキュメント

https://scikit-learn.org/s
table/

Toy Datasets

を覗いてみる

https://scikit-learn.org/s

参考記事で
可視化を試す

table/datasets/toy_datas

https://kenyu-life.com/
2019/05/14/iris/

et.html
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